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　セコ・ツールズ（ジャパン本社
＝東京都大田区、松田剛一社長）
は、最近開発した GL 接続を、
Steadyline（ステディライン）モ
ジュラー防振工具バーシステム対
応の多方向旋削工具（MDT）交換
可能ヘッド新製品に組み込んだ。
　MDT 新 製 品 は、GL 接 続 と
Steadyline®（高い効果でビビリ
を制御する受動的 / 動的防振シス
テム）バーの統合により、長い突
き出し部を要する用途や切削時の
ビビリのリスクが高い用途で、溝
加工や旋削加工で卓越した精度と
仕上げ面を実現。
　極めて高い精度を実現する GL
接続により、MDT ヘッドや他の
タイプのヘッドを Steadyline バ

ー上で速く、簡単
に、正確に交換で
き、一度のセット
でシステムをリセ
ットせずに工具ヘ
ッドを取り付け /
再取り付けでき
る。
　特許取得の GL
接続のポリローブ
テーパ接触面は 2 

ポジションが特長で、MDT チッ
プの切り刃を上・下向きのいずれ
にも配置でき、効果的に切り屑を
処理する。またMDTヘッドには、
Jetstream Tooling®（ジェット
ストリーム ツーリング） クーラン
ト技術も採用。
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モジュラー防振工具バーシステム対応 MDTヘッド開発

ユキワ精工

　ユキワ精工（本社＝新潟県小千
谷市、酒巻和男社長）は、BT40
マシニングセンタ搭載に最適な
CNC 傾斜円テーブル『TNT250』
を発売。
　CNC 傾斜円テーブルに、新ラ
インナップを追加した。
　CNC 傾斜円テーブルは、専用
コントローラや搭載機械の NC 装
置の制御によりワークの角度割出
を行う機器。
　ここ最近では、金型部品・機械
部品・自動車部品の加工ラインで
は、工程集約のために円テーブル
を使用して、ワンチャッキングで
多面加工を行なうケースが増えて
いる。

BT40 マシニング セ ン タ
搭載に最適

　そこで、BT40 クラスのマシニ
ングセンタへの搭載に最適なサイ
ズでコンパクトなボディ、かつ、
広い加工エリアを設けた TNT250
を開発した。
　主な特長は次の通り。
　①【クラス最大のクランプ力】
　回 転 軸 1,050N・m、傾 斜 軸 
1,200N・m と、クラス最大のク

CNC傾斜円テーブル『TNT250』発売

セコ・ツールズ 三菱マテリアル

三菱マテリアル

　三菱マテリ
アル 加工事業
カンパニー（本
社＝東京都千
代田区、鶴巻
二三男カンパ
ニープレジデ
ン ト）は、航

空機や発電機に使用されるタービ
ンブレードなどの荒加工に最適な
ラジアスカッタ、『ARP シリーズ』
の販売を開始した。
　同社刃先交換式工具のスクリュ
ーオン式としては、最高クラスの
振れ精度により、チタン合金・耐
熱合金・ステンレス鋼の加工時に
発生しやすい異常損傷を低減。
　主な特長は次の通り。

　①研磨級インサート搭載時の従来
品比では、正面振れを 1/4 に低減。
　②広い着座面と 2 か所の回転止
めによる強固なクランプシステム
を実現し、インサート切削時の回
転を抑制。
　③切りくずの流れとインサート
のすくい方向が同一の新設計を採
用し、切削抵抗を低減。
　④インサートのブレーカは汎用タイプ
の M ブレーカをはじめ、刃先強化タ
イプの Rブレーカと切れ味重視タイプ
の Lブレーカを規格化。
　⑤ステンレス鋼には、新開発の
CVD コ ーティング超硬材種
「MC7020」により、熱亀裂やチ
ッピングを抑制し、安定加工を実
現。

難削材加工用ラジアスカッタ『ARPシリーズ』

　三菱マテリ
アル 加工事業
カンパニーは、
高送り加工用
ラジアスカッ
タ『AJX シ リ
ーズ』の難削

材加工用にブレーカを追加し、販
売を開始した。
　高送り加工用ラジアスカッタ 
AJX シリーズは、高能率加工の一
つ低切込み高送り加工において、
発売開始以降ユーザーより好評を
得ている。
　このたび、難削材とされるチタ
ン合金・耐熱合金の加工用に、発
売中のシャープな切れ味を持つ
「JL ブレーカ」のカッタ径 30mm

未満のサイズと、耐欠損性が良い
「FT ブレーカ」と「JM ブレーカ」
を追加した。
　主な特長は次の通り。
　①「JL ブレーカ」は、主切れ刃
の角度を難削材加工仕様に最適化
し、シャープな切れ味で低抵抗を
実現、難削材加工の第一推奨。
　②「FT ブレーカ」は、上面がフ
ラットな形状で切れ味と耐欠損性
をバランスよく両立させ、幅広い
被削材、加工形態に対応。
　③「JM ブレーカ」は、刃先すく
い角を大きくし、「JL ブレーカ」
よりも刃先強化されている。「FT
ブレーカ」よりも切れ味重視タイ
プで突出し量が大きい場合などに
最適。

『AJXシリーズ』難削材加工用にブレーカ拡大
セコ・ツールズ

　セ コ・ツ
ールズは、
フェースミ
ル加工にお
いて高い信

頼性と高精密な加工で人気の高い
汎用 Quattromill （クワトロミル）
フェースミルカッタに、新しくク
ロスピッチ仕様を追加した。
　特許取得のセンターロックチッ
プねじ設計により、新しいフェー
スミルカッタでは刃 / チップが増
えた。
　送り量が増大し、仕上げ面品質
が向上し、生産性がアップする。
　セコ・ツールズの革新的なチッ
プねじは、従来の前面ロックでは
なく、チップポケット背面からロ

ックして操作する。
　このため、ウェッジなどの余分
な部品が不要になり、カッタ径に
対するチップ数が増えた。
　また、Quattromill クロスピッ
チカッタボディの密度と強度も大
幅に向上した。
　Quattromill フェースミルカッ
タは、ポジティブすくい / ネガ方
向の外周すくいの快削形状が特
長。
　あらゆる被削材に対応する標準
チップを幅広く取り揃えている。
　また、カッタ形状により、フェ
ースミルは安定 / 不安定いずれの
加工条件でも優れた性能を発揮す
る。

クロスピッチ仕様の Quattromillを追加

ランプ力を実現した。
　また、円テーブル本体にエアハ
イドロ機構を内蔵しており、エア
を供給するだけで、増圧された油
圧による強力なクランプ力が得ら
れる。
　円テーブルのクランプのために
油圧タンクや油圧電磁弁を用意す
る必要がなく、トータルコストを
低く抑えることが出来る。
　②【広い加工エリア】 
　φ290mm の広い加工エリアを
設け、多彩なジグやワークを搭載
することが可能。
　③【抜群の防水性】
　ユキワ精工の特許でもあるオー
トエアパージを標準装備している
ので、切削水に対して抜群の防水
性を誇る。

　クランプ用エアを接続するだけ
で円テーブル内部の圧力が上が
り、かつ、内圧を一定に保つこと
で外部からの切削液などの浸入を
防ぐ。
　主な製品仕様▽テーブル直径＝
φ180mm▽セ ン タ 高 さ＝
225mm▽回転軸テーブル面高さ
＝295mm▽傾 斜 作動範囲＝＋
110°～－20°▽クランプ方式＝
空圧（0.3 ～ 0.5MPa）▽クランプ
ト ル ク＝1,050Nm（回 転 軸）、
1,200Nm（傾斜軸）▽割出精度（累
積）＝25 秒以内（回転軸）、40 秒
以内（傾斜軸）▽総合減速比＝
1/90（回転軸）、1/120（傾斜軸）
▽最大回転数＝22.2/ 毎分（回転
軸。付加軸仕様の場合 33.3/ 毎
分）、16.6/ 毎分。




















